
 

 

 

 

１０月の生活目標は、「みんなで協力して活動しよう」でした。  

 １年生の代表児童が各クラスで目標に向かって 

どのように取り組んでいくか話し合ったことを 

発表しました。 

 なかよし遊びやなかよし活動、全校遠足など、 

学年を超えて、みんなで協力して活動することが 

たくさんありました。 

 

     おもちゃを かいはつ中です！ 

 生活科では、空き箱やペットボトルなど、身の回りの物を材料に使

っておもちゃ作りに取り組んでいます。おもちゃを作る子どもたち

は、「思ったより飛ばないな。」と悩んだり、「もっと補強が必要だな。」

と改良したりしていました。みんなで作ったおもちゃで遊ぶ日を楽し

みにしながら、一人ひとりが一生懸命におもちゃ作りに励んでいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９～10 月の 

教育活動 

３年生 「二小防災探検隊！！」 

 社会科の学習で子どもたちから「学校の消防設備はどうなっているの？」 

という疑問がでてきました。そこで「二小防災探検隊」と称して、校内の 

消防設備をグループごとに調べてくる活動を行いました。「こんなところに 

消火器がある。」「消火栓の中はこうなっているんだ。」など新たな発見と学 

校の防災設備について学習を深めるとともに、設備も大事だけれど、日頃 

から自分たちの火を出さない心がけが大切だと考えることができました。 

４年生 届けよう 服の力！プロジェクト 

 4 年生では、総合的な学習の時間に、ＳＤＧｓやゴミの問題について 

考え、ユニクロ・ＧＵが取り組んでいる「届けよう 服の力！プロジェク 

ト」に参加することになりました。これは、着られなくなった子ども服を 

世界中の難民の子どもたちへ届けようという活動です。 

まだまだ着られる子ども服を世界中の服を必要としている子どもたちに 

届けることで環境にもよく、子どもたちを笑顔にすることもできます。 

 今、子どもたちは、たくさんの子ども服を集めるために、全校に呼びか 

けたり、地域にお願いしたりしようと張り切って活動を進めています。１１月２０日まで回収を行ってい

ますので、ぜひ、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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1 年生 みんなで協力して活動しよう 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６年生 なかよし遊び１0/12(火)  なかよし活動 10/１８(月) 

 久しぶりのなかよし遊びでは、６年生が企画して校庭や教室で遊びました。１年生から５年生が楽しめ

て、友達との関わりが増えるような遊びを考えました。久しぶりの縦割り活動であったのですが６年生と

して低学年のことを気にかけながら活動していました。 

 全校遠足に向けての事前計画では、実行委員を中心にしてウォークラリー 

のコースを考えたり、昼食後の遊びを考えたりしました。なかよし活動で一 

人ひとりが自覚と責任をもち、下級生に全校遠足の流れや歩くコースを熱心 

に伝えていました。低学年の子供たちが困っているときには丁寧に声をかけ 

て笑顔で活動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生 5 年 自動車工場見学 

  社会科の学習で日産自動車追浜工場へ見学に行きました。コロナの関係で見学は難しいと思っていま

したが、１クラスずつなら受け入れているということで実施することができました。見学では、３つの

グループに分かれ、港までバスに乗って輸出される様子を見学したり、溶接の様子を見たりするなど、

直接行かなければできない経験をすることができました。 

  工場の中を見学した子どもたちは、ロボットが自動で動く様子や 

 人とロボットが協力して作業する様子などを真剣に見ていました。 

初めての工場見学でしたが、子どもたちは、マナーを守って、話 

 を聞いたり、見学コースを歩いたりして、よい学習をすることがで 

きました。 

   

５組 わくわくとびばこランド 

１０月の体育で、跳び箱の学習が始まりました。初めに、跳び 

箱の出し方から行いました。上の学年の児童が、下の学年に運び 

方や持ち方を教える姿がありました。１年生は初めて跳び箱を運 

ぶ際に、声を掛け合いながら運んでいました。 

跳ぶ時の約束として、跳び終えたら、マットなどがずれていないか確認して 

次の人に手を挙げてサインを送るように話しました。跳び箱は、大きなけがに 

つながるので、必ず安全確認をすることを子どもたちは理解して学習していま 

した。たくさんの技にも挑戦してほしいと思います。 


